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暑かったメエサリエンもここ 2~3日前からにわかに雨が降るようになり，朝

夕凌ぎやすくなってまいりました。 ／ 
相変らず私は月の3週間近くを山地巡回診療と公衆衛生活動に使用し，残りを
病院患者のための健康教育指導用のテ考及 卜づくりに専念しています。病院内に

5月から 2人の新しい看護婦を迎え，今まで非常に厳しく忙しかった私の業務に

も少し余裕ができ，その分，健康教宥のポスターづくりに専念できるようになりま

した。 3人の経験豊富なカレン人の看護助手（カティ，スゲエイ，ウィトウ）に

具体的に私が指導し，そして彼女たちの手によって問題のある，指導を必要とす

る患者たちに定期的に健康プロ'9グラムをもっていく予定です。具体的には母親学

級，家族計画指導栄養給亨指導救急処置のし方などです。どうかよいものに

しあがりますようお祈り 夕ださい。

先日訪問しましたポーカレン部落ノパドオ村でのお話しです。ノパドオ村は53

家族でポーカレン部落としては一番大きな集落です。私たちが訪問した時，ある
ギ家族に病人がでて，血を祭っていました。 2頭の子豚を村長が指示した近くの村

に引張って行き，そ／の村の中央に霊を祭るための柱を建てるのです。その前で豚を

殺しその新鮮な血戸贖いの血とし，豚を料理します。その後，柱にとりつけた棚

にその肉を供物として献納し， 3日間の祈襦をくりかえす。そして肉を再び自分

の家に持ち帰りI家族全員が感謝．祈襦して食べるという儀式です。普通ならこの

儀式中は部外者の立入りを禁じます。しかし，今回は違いました。家の主人は私

に病人を診察し／て欲しいとわざわざたのみにきました。病人は 10代のダウン症

候群児で症状と聴診にて気管支炎と判断，必要な薬品を父親にわたしました。父

親はだいぷの時間襦躇していました。なぜなら従来から霊を祭っている間は一切
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の薬品亡服用または注射することを禁忌していたからです。しかし，ついに父親

は言い匡した。 9く2日間霊に忠誠をつくしたのだから霊もわかってくださるだろ

う’'と。そしてその子供に薬を服用させました。 3日後，その子供は著しく快復

し．家族の感謝の笑顔に見送られてこの村を後に次の部落へと向っていきました。
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お元気ですか。ペシャワルには暑い夏が本格的にやってきました。家族をつれ

てきてからもう 4ヶ月がすぎてしまいましたが，先づは気候や風土に慣れるのが

一苦労です。

—週間ほど前からラマザーン（断食月）が始まり，外で大っびらに水ものめな

いのは大変です。日中は強烈な陽ざしでろくな仕事もできません。万事スローペ

ースで少しづつ事を運ばねば体がまいってしまいます。

先日，北西辺境州のらいの大会があり，この州全体のハンセン病対策の方針が

討議されました。しかし全体の印象として，派手な討論や業績の誇示のわりには，

実質的に各診療所の機能は極めて悪く，大きな進歩はないように思われました。

州のらいセンターは丁度一年前に公営に移管され，当病院はいわば支所として

その機能を補う役目にあるといえます。しかし，実質は，依然として当病院が患

者の間で信望があり，公営病院をしのぐ状態にあります。ここは自己宣伝の強い

土地柄で，うのみに聞いているととんでもない誤解をひきおこします。

先日，ある診療所の監視に出かけた西独人の担当官がその仕事について注文を

つけたところ，銃で脅かされてすごすごと帰ってくるという状態。うちの病院に

しても，患者の入院理由たるや，時には仇討ちを逃れるための＇＇社会問題”によ

ることも希ではありません。話としては面白いのですが，現場にると，いやはや

信じて貰えないような苦労もあります。

私の現在の仕事というのは，いわば便利屋のような役目で，病棟の炊事場の設

計から，タイピスト， ドライバー，薬集めの稼業，スタッフの業務のふりわけ，

靴と靴屋さがし，うらきず防止のための礼拝マット作り（回教徒はどんなことが

あっても日に数度の礼拝を欠かさず，固い床の上で傷の治療が遅れるのです。），

等々で，何も派手な「診療活動」を展開しているわけではありません。

現在はあくまで下地作りです。ワークショップもフィールド・ワークも，結局

は自力で何もかもおぜんだてをせねばなりません。外交辞礼に頼っていると大変

なことになりまずど今は黙々とマイペースでわが道をゆくのみです。

ではまた。
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